
はじめに

　GIGAスクール構想により、日本のICT環境は加速度的に進みつ
つあります。と同時に、課題もたくさんあります。
　１つめは、「コンテンツ」です。
　箱モノはあるが、中身がないという問題です。つまり、各学校に
iPadなどのタブレットが配布され、児童生徒にも手渡されてはいる
ものの、学校教育において中身であるコンテンツの用意が十分とは言
えません。中身がなければ、学習はできません。
　これは、今後、教材会社などとともに、優良なコンテンツ、児童生
徒の目線に応じたコンテンツの開発が求められます。
　２つめは、「ネット環境」です。
　ネット環境にはさまざまな障壁があり、当然ながら、強固なウイル
ス対策も必要となります。そのため、タブレットに関しての厳しい決
まりが学校に作られ、ネット使用にも制限がかかります。
　もちろん授業を行うために必要なアプリを自由にダウンロードする
こともできず、許可が必要です。その許可申請が不可となれば、行お
うと思っていた授業はできなくなります。
　また、学校によっては、タブレットを家に持ち帰れないところもあ
ります。家に持って帰れなければ、授業で発表する下準備は、学校の
授業時間内で行うということになります。家に持って帰って家族の写
真を撮ろうと思っても撮ることもできず、他の手段を使うしかありま
せん。
　３つめに、「実際に与えられたICT環境下で、どのように授業をし
てよいのか、未だその具体策が見えていない」という点です。
　つまり、タブレットはあるが、それを英語授業でどのように活用し
ていけばよいのか、まだ見えていないのです。せっかくモノはあるの
に、授業で使うための活用法が見えてこないのです。
　しかしながら、このような課題や障壁があろうとも、学校にICT
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環境の波が押し寄せ、「賽は投げられた」状態と言えるでしょう。
　本書は、具体的に課題解決に迫るべく、３つめの問い、「授業で
ICTをどのように使ったらよいのか」を提案するものであり、それも、
タブレットを活用した授業法に焦点をあてて紹介します。
　さて、物事は必然性があって行うものです。では、このタブレット
を活用した授業に、必然性はあるのでしょうか。私はあると思ってい
ます。そして、今後は、主流になると思います。十数年後には、紙の
教科書はなくなり、すべてデジタル化します。つまり、今、行おうと
していることは、必然になりつつあるのです。
　もちろんその中で、デジタル以上に、アナログが必要ということも
あります。画面の上で単語練習をするのと、ノートの上で、鉛筆で書
いて単語練習をするのとどちらが効果的なのかは、個人で異なるかと
思いますが、淘汰され必要なものが自然と残っていくでしょう。
　野球の大谷選手ではないですが、「二刀流で勝負していかなくては
いけない」時代かと思います。その上で、授業の要所要所で、どちら
を活用するかを教師が判断していくことになるでしょう。
　このような時代の要請から、私は本書の企画を思い立ち、もちろん
アナログ派の私では提案することはできないので、私の授業アイデア
をタブレット活用型の授業に転換してくれる仲間を必要としました。
　思い立ったが吉日で、即座に、渡部正実氏（岐阜県立可児高等学校
教諭）にメールし、承諾を得ました。それからは、２人で企画書を作
り、企画提案を行い、企画が通り、本書の出版に至っています。
　主要コンセプトは、今ある英語授業を、タブレットを使ったらどん
な授業になるかを提示することです。つまり、目新しいことではなく、
今までやっていたことをタブレットを使ったら、こんな感じの授業に
なります、ということを示せればと思います。
　どうか授業の参考になりますよう、精いっぱい紹介してまいります。

　令和４年４月吉日 瀧沢広人（岐阜大学教育学部）
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▶ タブレット活用の授業はどんどん進んでいる！
　私がタブレット活用の授業を初めて見たのは、中学校理科の授業で
した。各班に１台ずつ端末があり、班の意見を端末に書き込み、それ
が、教師の端末に表示されます。
　すると、各班で書かれた意見を教師が見ながら、「３班の考えをみ
んなで聞いてみようか？」と意図的に指名していました。
　この時、「もうこういう時代なんだな」「こういう使い方があるのか」
と、端末活用の可能性を感じました。2019年の11月のことでした。
その後、コロナ禍となり、1人1台端末は勢いを増すこととなりました。

▶ タブレットはあくまでも手段！
　タブレットを用いた授業で、絶対にあってはならないことは、「タ
ブレットを見て人を見ず、にならないこと」です。
　病院に行くと、診察の際、パソコン画面だけを見て、患者を見ずに、
話をする医師がいます。検査データとにらめっこし、肩が痛いと言っ
ても、手を当てることもなく、なんだかわからない数値を言って、「炎
症をおこしていますね」と……。授業がこうならないことを願います。
　それこそICTのＣ。コミュニケーションが大事です。
　このようにタブレットはあくまでも手段であって、本筋は、生徒と

大事なのは、タブレットよ
りも生徒に向き合うこと！
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向き合うことです。
　たとえば、今後、コンテンツが充実し、生徒の個別学習が可能になっ
たとしても、見るべきものは人です。人と関わることを忘れずに、上
手にタブレットと付き合うことが大切です。

▶ 学習の目標を自覚させる！
　タブレットを用いた授業では、多くの生徒が時に大変夢中になり、
時を忘れ集中してしまうことが予想されます。そうなると、学習の目
的を忘れ、違う方向へ意識が向いてしまったり、意味のない学習になっ
たりしている場合があるかも知れません。
　そのような時は、学習目標を視覚化し板書しておくなど、机間指導
を積極的に行い、生徒に声をかけ、学習状況を把握することなどを忘
れないようにすることが大切です。
　また、活動に時間制限を持たせたり、限定したりすることも、有効
です。たとえば、「海外旅行に行くなら、どこに行って何をしたい？」
をテーマにプレゼンするとします。その時に、スライドの枚数を４枚
と限定し、「10分で作りなさい」と指示します。そして10分後、ペ
アにさせ、お互いプレゼンし、ペアを変えながら、だんだんと上手に
プレゼンできるように指導していきます。 （瀧沢広人）

タブレットはあくまでも手段！　見るべきものは人！

13序章　タブレットを使った英語授業とは？



▶ まずタブレット自身が持つ機能を知ろう！
　タブレット配布後、多くの人がまずはアプリのインストールを試み
ますが、配布されたタブレットでは、インストールできない設定になっ
ていることも予測されます。まずは「何もインストールしない状態で
何ができるか」を考えてみましょう。意外といろいろできます。

▶ 「メモ帳」で文字入力！
　文章の入力を生徒に指示する場合、「文字入力、文書作成と言えば
Microsoft Word」を思い浮かべるかもしれません。
　しかし、Wordがインストールされていない場合、iOSは「メモ」、
Androidは「メモ帳」や「メモ」、Windowsでは「メモ帳」が必ず
インストールされています。授業や宿題で英文を書かせる場合、これ
で用が足りるかもしれません。

▶ 「録音機能」で発音チェック！
　多くの英語学習者は「自分の発音を聞いたことがない」のではない
でしょうか。iOSであればボイスメモ、Windowsであればボイスレ
コーダーというアプリが標準インストールされています。

タブレットのさまざまな
機能を活用する！

01 スキル①
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　Androidはメーカー独自のアプリが入っている場合と、何も入っ
ていない場合があるようです。入っていない場合は別途アプリをイン
ストール必要があります。

▶ 「計算機」も意外と使える！
　計算機はどのOSにも入っています。「計算機を英語の授業でどう
使うの？」と思いましたか？　授業での様子を見てみましょう。

T：How do you say this in English?　11+23=34

　（数式を板書し、英語で何と言うか思い思いに言わせる。）
T： Alright. Please repeat after me. Eleven plus twenty-three equals 

thirty-four. Now, please do rock-scissors-paper to decide the 

order. Winners, please give 5 math quiz like this. The others, 

listen to the quizzes and answer them with your calculator.

▶ 「録画機能」で発音を相互チェック！
　どのタブレットにも「カメラ」がついています。そして多くのタブ
レットには両面にカメラが内蔵されていることが多いでしょう。
　カメラアプリを立ち上げ、画面側のカメラと裏面のカメラを切り替
えてみましょう。
　次のような宿題を出すと、生徒は必死に音読するかもしれません。

T： I’ll give you 5 minutes to check the pronunciation of the words 

in this part. If you don’t know how to read an expression, you 

can ask your partner or friends around you. Today’s homework 

is that you record your performance to read new words at 

home.  Then you will exchange your video with your partner. 

So please bring your best video clip to the next class!
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→機能　共有する　　時間　15分　　対象　中学３年

▶ 中学校で学習する仮定法
　仮定法も、新しい学習指導要領（平成29年告示）で新文法として
追加されました。また、「仮定法のうち基本的なもの」ということで、
「If主語＋動詞の過去形, 主語＋助動詞・動詞の過去」及び「I wish
主語＋動詞の過去」を扱います。
　現在のことで、実際にあり得ない状況や、可能性の低い場合に、動
詞に過去形を用いることから、仮定法過去と言います。
　仮定法を理解させた後、生徒に仮定法を用いた文を作らせます。

▶ 「いいね」ボタン、「コメント入力」を可能に！
　QRコードを生徒に提示し、Padletにアクセスさせます。
　IfとI wishの下に＋のボタンがありますので、それを押し、入力画
面に、英文を書かせていきます。

 T  ： Take out your tablet and take a picture of this QR code.

Ss ：（生徒はQRコードから、サイトに飛ぶ）
 T  ： You can see two parts, one is “If”, the other is “I wish I ....” 

Make sentences and send them.

Padlet でコメントする
（仮定法の短作文）
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　生徒は、英文を作ったら、Publishを押し、共有します。
　これらについては、「７　Padletで短作文を共有！」とやり方は同
じですが、今回は、仮定法過去ということで、友達の書いた英文を読
んだ生徒が「おー、すごい」「そうか！」「そうなんだ？」という感想
や、それこそ「いいね！」という思いを入れられるように「いいねボ
タン」、「コメント入力」を加えています。

T： After that, you can enjoy reading your classmates’ sentences. 

If you read them and think it is good, you can comment or 

press good.

　このことにより、「書く」で終わるのではなく、「読む」という活動
をさせることができます。 （瀧沢広人）

61第２章　タブレットを使ってできる「英文法指導」
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